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16.  Abstract 

この一連のレポートのパート 5では、1984年から 2012年までの軽量車両の登録台数および移動
距離と燃料消費に関する変化について調査した。分析の単位は、絶対数と一人あたりの比率、ド

ライバーあたりの比率、一家あたりの比率そして一台あたりの比率とした。これらのレポートの

主な発見は、それぞれの比率全てが、2004 年付近で最大値に達していたことであった。私は、こ
れらの比率の減少の始まりが景気後退（2008 年）よりも先に生じていることから、これらの比率
の減少はおそらく社会における根本的な非経済的な変化を反映していそうだと論じた。従って、

これらの最大値は長期的なピークであることの合理的な可能性がある。このレポートでは、これ

らの調査について 2013年までの簡潔な更新を提供する。 
本調査の主な発見は以下である。： 
（1）人口が増大しているにもかかわらず、軽量車両によって消費されるエネルギー量が 2004

年（最大消費量の年）から 2013年の期間に 11%低下した。 
	 （2）最大値に相当する 2004 年から 2013 年までの一人あたりの比率、ドライバーあたりの比
率、一家あたりの比率、そして一台あたりの比率の減少は、燃料消費が最大であり（平均で約

17%）、以下続いて移動距離（約 8%）、そして車両数（約 5%）であった。（燃料消費の減少が
最大であるという事実には、部分的に車両燃費向上寄与分が反映されている。） 
（3）2013 年における車両保有割合と移動距離の比率は、1990 年代の比率に匹敵していた。

2013年における燃料消費の割合は、この分析の最初の年である 1984年の割合より低かった。 
（4）2013年のデータでは、最近の比率の減少が一時的なものであったという証拠は無い。 

確かに、車両台数と移動距離について調査した 7つの比率において、4つは 2012年から 2013年ま
で減少を示し、そして、3 つは増加を示した。しかし、これらの率の変化がすべて±0.7%以内で
あったことは、概して 2013の状況が、2012年と同じだったことを示唆している。（燃料消費の全
4つの比率は、2012から 2013年に最大 1.1%減少した。） 
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